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膵
臓
が
ん
に
対
す
る
手
術

膵
臓
が
ん
の
治
療
に
は
手
術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
の
病
期
（
図
１
）
と
全
身

状
態
を
考
慮
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
て
、
治
療

法
を
選
択
（図
２
）し
ま
す
が
、
遠
隔
部
位
に
転
移
が
な

け
れ
ば
、
手
術
に
よ
る
病
変
の
摘
出
が
最
も
治
療
効

果
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発
見
さ
れ
た

時
に
は
す
で
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
根
治
切

除
が
可
能
な
症
例
は
４
割
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

膵
臓
が
ん
の
手
術
は
、
腫
瘍
の
部
位
に
よ
っ
て
術
式

が
異
な
り
ま
す
。
膵
頭
部
が
ん
で
あ
れ
ば
、
膵
頭
部
を

摘
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
十
二
指
腸
、
胃
の
一
部
、
胆

管
、
胆
の
う
、
周
辺
の
リ
ン
パ
節
な
ど
を
一
塊
に
摘
出

す
る
必
要
が
あ
り
、
摘
出
後
に
は
消
化
管
の
再
建
が

必
要
で
、
腹
部
手
術
の
中
で
も
、
最
も
大
き
な
手
術
の

一
つ
と
な
り
ま
す
。
術
後
合
併
症
は
一
定
の
頻
度
で
発

生
し
ま
す
が
、
近
年
の
手
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
よ
り

安
全
な
手
術
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
膵
体
尾
部
が
ん

の
場
合
は
、
膵
体
部
と
尾
部
を
切
除
し
ま
す
。
通
常
は

脾
臓
も
一
緒
に
摘
出
し
ま
す
。
切
除
後
の
消
化
管
の

再
建
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
膵
臓
全
体
に
が
ん
が
お
よ

ぶ
場
合
は
、
膵
全
摘
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
術
後
、

図1．膵がんの病期（ステージ）
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T；局所進展度

N；リンパ節転移の程度

M；遠隔転移の有無

膵
臓
が
ん
と
は

「
膵
臓
が
ん
」
と
は
、
一
般
に
膵
臓
か
ら
発
生

し
た
が
ん
で
、
膵
管
上
皮
か
ら
発
生
し
た
浸
潤

性
膵
管
癌
が
９
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
膵

臓
が
ん
は
、
そ
の
解
剖
学
的
な
位
置
的
関
係
な

ど
か
ら
発
見
が
難
し
く
、
進
行
も
早
い
た
め
、
根

治
が
困
難
な
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
の
高
齢
化
に
伴
い
、
年
々
が
ん
の
罹
患
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
に
新
た

に
膵
臓
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
は
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
に
次

い
で
、
４
万
５
１
８
９
人
と
第
６
位
で
あ
り
ま

し
た
。

一
方
、
罹
患
数
の
増
加
に
伴
い
、
死
亡
者
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
に
が
ん
で

死
亡
し
た
３
８
万
２
５
０
４
人
の
う
ち
膵
臓

が
ん
は
４
万
１
７
５
人
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
に

次
い
で
３
番
目
で
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
を
越
え
ま
し
た
。
罹
患
数
と
死
亡
者
数
の
関

係
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
が
ん
腫

の
中
で
も
特
に
予
後
不
良
で
、
５
年
生
存
率
は

８
．
５
％
で
あ
り
ま
す
。
他
の
消
化
器
が
ん
と

同
様
に
、
薬
物
や
放
射
線
治
療
に
よ
る
根
治
は

困
難
で
、
手
術
に
の
み
根
治
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
手
術
単
独
で
は
十
分
で
は
な
く
、
薬
物

療
法
や
放
射
線
治
療
な
ど
も
含
め
た
集
学
的
な

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

図2．膵がん治療のアルゴリズム2022年版

イ
ン
ス
リ
ン
が
必
須
と
な
り
、
膵
酵
素
の
補
充
が
必
要

と
な
る
な
ど
、
厳
重
な
血
糖
管
理
や
栄
養
管
理
に
よ
り
、

生
活
の
質
や
生
命
予
後
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ

の
適
応
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

他
の
消
化
器
が
ん
と
同
様
に
膵
臓
が
ん
に
対
す
る
手

術
に
お
い
て
も
、
病
状
や
術
式
に
応
じ
て
、
よ
り
低
侵

襲
な
腹
腔
鏡
下
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
手
術
時
に
遠
隔
転
移
な
ど
の
た
め
根
治
切
除

が
不
能
な
場
合
で
も
、
腫
瘍
に
よ
る
胃
や
十
二
指
腸
な

ど
の
消
化
管
狭
窄
や
胆
管
狭
窄
に
対
し
、
胃
空
腸
吻

合
や
胆
管
空
腸
吻
合
な
ど
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

膵臓がん

― 膵がん治療の最前線 ―

外科 吉川 卓郎

最
後
に
・・・

膵
臓
が
ん
は
根
治
が
難
し
い
と
は
い
え
、
少
し
で
も

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
完
治
の

可
能
性
も
期
待
で
き
ま
す
。
可
能
な
限
り
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
血
液
検
査
や
腹
部
エ
コ
ー
な

ど
の
検
査
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

も
し
膵
臓
が
ん
が
発
覚
し
て
も
、
当
院
で
は
医
師
だ

け
で
な
く
、
看
護
師
や
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
が
ん
診
療
に
関
わ
る
全
て
の
職
種

が
一
体
と
な
り
、
チ
ー
ム
で
治
療
に
あ
た
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
膵
臓
が
ん
に
関

し
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
御

相
談
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

表
し
ま
す
。
サ
バ
イ
バ
ー
生
存
率
で
あ
れ
ば
、
膵
臓

が
ん
の
診
断
か
ら
５
年
後
サ
バ
イ
バ
ー
の
５
年
相
対

生
存
率
は
約
８
０
％
に
も
お
よ
び
、
胃
が
ん
や
大
腸
が

ん
の
生
存
率
に
肉
薄
し
て
い
ま
す
（図
４
）。

こ
の
よ
う
に
予
後
が
悪
い
と
言
わ
れ
る
膵
臓
が
ん
で

す
が
、
近
年
新
た
な
抗
が
ん
剤
の
登
場
や
様
々
な
研

究
の
進
展
に
よ
り
、
そ
の
生
存
率
が
改
善
さ
れ
る
可
能

性
が
見
い
だ
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（

）と
呼
び
、
切
除
可
能
境
界
と
し
て
い
ま
す
。

切
除
可
能(R

; R
e

s
e

c
ta

b
le

)

と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

術
前
化
学
療
法
の
有
効
性
が
指
摘
さ
れ
、
全
身
状
態

が
許
せ
ば
、
術
前
後
に
化
学
療
法
を
行
う
集
学
的
治

療
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
門
脈
や
動
脈
系

（
肝
動
脈
や
上
腸
間
膜
動
脈
）
へ
の
浸
潤
を
き
た
し
た

切
除
可
能
境
界(B

R
; 

B
o

rd
e

r-lin
e

 
re

s
e

c
ta

b
le

)

例
に
お
い
て
も
、
ま
ず
化
学
療
法
な
い
し
は
放
射
線
化

学
療
法
を
行
い
、
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
れ
ば
根
治

手
術
を
行
う
な
ど
、
集
学
的
治
療
の
幅
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
（図
３
）。

図3．Borderline resectable(BR)膵がん
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日本消化器外科学会認定/
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日本消化器病学会認定/

消化器病専門医・指導医

日本膵臓学会認定指導医

日本腹部救急医学会認定/腹部救急教育医

1998年に神戸大学医学部卒業後、

神戸大学第一外科に入局。兵庫県立

がんセンター、淀川キリスト教病院、

済生会吹田病院等の神戸大学外科学

講座関連病院に勤務し、肝胆膵領域

を専門とした消化器外科全般のがん

診療や腹部救急診療に従事。2025

年4月に尼崎中央病院 外科に入職。
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の
サ
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イ
バ
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年
相
対
生
存
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（２
０
０
２
～
２
０
０
６
年
追
跡
症
例
）

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
膵
臓
が
ん
と
は

切
除
可
能
な
膵
臓
が
ん
と
切
除
不
能
な
膵
臓
が
ん
の

ほ
か
に
、
近
年
、
中
間
的
な
位
置
づ
け
と
な
る
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
膵
臓
が
ん
と
い
う
分
類
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
膵
臓
が
ん
は
門
脈
や
上
腸
間
膜
動

脈
へ
の
浸
潤
が
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
接
触
が
半
周
に
満

た
な
い
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、B

R
-P

V

、B
R

-A

（

）

膵
臓
が
ん
の
治
療
成
績
・・・

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
等
が
発
表
し
た
最
新
の

が
ん
全
体
の
５
年
相
対
生
存
率
は
６
４
．
１
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
膵
臓
が
ん
の
５
年
相
対
生
存
率
は

８
．
５
％
と
、
全
て
の
が
ん
の
中
で
唯
一
突
出
し
て
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
れ
と
は
別
に
「
サ
バ
イ

バ
ー
生
存
率
」
と
い
う
指
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

診
断
か
ら
一
定
の
年
数
が
経
過
し
た
と
き
に
生
存
し

て
い
る
人
（
サ
バ
イ
バ
ー
）
の
そ
の
後
の
生
存
率
を

今春、当院に入職するまで、大阪

府や兵庫県のがん診療拠点病院に

勤務し、消化器外科領域全般を診

療する中で、肝胆膵の高難度手術

を中心として特に膵臓がん治療を

ライフワークとしておりました。

膵臓がんについては、年間３０例

を超える手術を手がけ、診断から

手術、薬物療法に至るまで、幅広く

診療を行って参りました。決して多

くはありませんが、5年生存を達成

された患者さんもおられ、それを

願って、日々診療を続けています。

図4．各腫瘍のサバイバー5年相対生存率（2002〜2006年追跡症例）

T.Yoshikawa



４月に富山県よりやってまいりました。地方

都市の市中病院を中心に勤務していたため、

専門領域はなく様々な症例を経験していま

した。良性疾患から悪性疾患まで様々対応

してまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。

この度尼崎中央病院 整形外科に勤務する

ことになりました「米田 鐘平」と申します。

地域医療に貢献できるように努めますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

初めまして、白血病や悪性リンパ腫など血

液の病気を専門とする血液内科に赴任いた

しました大山と申します。貧血やリンパ節腫

大などでお困りのことがあれば気軽にご紹

介いただければ幸いです。よろしくお願い

いたします。

新入職医師ごあいさつ

今春、尼崎中央病院の医療

チームに加わってくれた皆さん

を紹介いたします。

より一層の地域医療の充実を

目指し、当院職員一丸となって

邁進してまいります！

2025年４月に入職いたしました、外科の

「吉川 卓郎」です。肝胆膵を専門として、

がんと救急を中心とした消化器外科診療

を幅広く行ってまいりました。地域医療に

貢献すべく努力いたしますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

初めまして。この度脳神経外科に赴任することになりました

「岸本 聖」と申します。脳卒中（くも膜下出血、脳出血、脳梗

塞）の症状は頭痛、四肢の麻痺、感覚障害、めまいなど多岐

に渡ります。普段と違うと思ったら一度受診し、診察・検査

をさせてください。頭が原因でないこともありますが、予期

治療介入することで後遺症が少なくすむことがあります。患

者様に寄り添った医療を提供できるように努めますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

2025年4月より整形外科にて勤務させて

いただきます、「松本 遼季」と申します。主に

外傷治療がメインになるかとは思いますが、

尼崎市を中心とした地域医療に貢献できる

よう、精一杯研鑽していければと思います。

2025年4月から勤務することになりました、

「中島 淳美」と申します。

消化器内科専攻医として日々勉強しながら

診療させていただいております。親しみやす

い診療を心がけておりますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。

2025年７月より尼崎中央病院に入職い

たしました「東 晃平」です。

地域の皆様が安心してお過ごしいただける

よう、尽力して参ります。

よしかわ たくろう

あかし たかひさ

きしもと さとし

まつもと はるき

よねだ しょうへい

あずま こうへい

おおやま やすよ

なかじま あつみ
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こ
の
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主
催
す
るG
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C
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n
te

s
t

に
て

当
部
門
で
は
２
０
２
３
年
に
心
臓
Ｃ
Ｔ
部
門

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

２
０
２
５
年
度
に
お
い
て
もD

u
a
l 

E
n

e
rg

y

部
門
で
「
急
性
期
腰
椎
圧
迫
骨
折
に
お
け
る

S
c
a
tte

r 
P

lo
t

の
有
用
性
」
を
テ
ー
マ
に
発

表
を
行
い
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の
撮
影
技
術
や
診
断
精
度

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

急
性
期
の
圧
迫
骨
折
診
断
に
お
け
る
ゴ
ー
ル

ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
あ
り
、
Ｃ
Ｔ
で

は
特
に
椎
体
の
変
形
を
伴
わ
な
い
か
変
形
が

小
さ
い
圧
迫
骨
折
の
診
断
は
不
得
手
で
し
た
。

そ
の
解
決
方
法
がD

u
a
l E

n
e

rg
y
 C

T

を
使

用
し
て
の
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
画
像
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
方
法
は
主
観
的
な
評
価
と
な
り
、
客
観

性
に
乏
し
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
今
回
我
々
は
、
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
画
像
に

「Sc
a
tte

r 
P

lo
t

解
析
（
信
号
強
度
の
グ
ラ

フ
）
」
を
加
え
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｔ
に
お
い
て
も
定

量
的
か
つ
客
観
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
か

検
討
し
、
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

左
上
に
示
す
症
例
の
よ
う
に
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ

画
像
だ
け
で
は
評
価
が
困
難
で
あ
っ
た
症
例
に

対
し
、S

c
a
tte

r 
P

lo
t

を
用
い
る
こ
と
で
主

観
に
依
存
し
な
い
形
で
急
性
期
圧
迫
骨
折

を
指
摘
（
グ
ラ
フ
の
赤
色
で
示
さ
れ
て
い
る
分

布
が
圧
迫
骨
折
を
示
す
）
す
る
こ
と
が
で
き
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
所
見
と
も
良
好
な
一
致
を
認
め
ま
し
た
。

本
研
究
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｔ
に
お
け
る
急
性
期

圧
迫
骨
折
の
可
視
化
や
診
断
能
向
上
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
を

広
げ
る
工
夫
や
検
証
の
継
続
、
施
設
内
外
へ
の

情
報
共
有
を
行
い
、
よ
り
良
い
画
像
診
断
を
通

し
て
、
患
者
様
へ
の
質
の
高
い
医
療
提
供
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

MRI T2-Fat Sat CT カラーマップ画像

Scatter Plot

GE Image Contestにて

優秀賞を受賞しました！

放 射 線 科

「Dual Energy CTでの撮影希望」

「胸椎・腰椎の急性・慢性圧迫骨折の鑑別希望」

「MRI禁忌のためCTで圧迫骨折も評価を」

…等

日々のCT画像に、

もう一つの情報を加えてみませんか？

当院のCTは、Dual Energy CT（DECT）撮影が可能です。

■ DECTで可能になること

これまで急性・慢性の圧迫骨折の鑑別にはMRIが必要

でしたが、当院のDECTでは、通常オーダーいただく腹

部CT・胸腹部CTで同時に診断が可能となりました。

■ 当院の検査へのこだわり

当院の診療放射線技師は、すべての患者様にやさしい

検査を提供することをお約束します。

• 最適化プロトコルによる被ばく線量の削減

• 造影剤使用量の最小化による低侵襲検査の実現

● DECTの特長

急性／慢性圧迫骨折の鑑別が可能

骨髄浮腫の検出により、新鮮骨折の

有無を判断できます

検査時間の大幅短縮

MRI（20〜30分） → CT（1分以内）

MRIが困難な方にも対応

MRI非対応の体内デバイスをお持ちの

方や、閉所恐怖症の方にも安心です

MRIでしか診断できなかった疾

患も、CT装置の進化により身近

  に、より迅速に診断可能になり

   ました。

どうぞお気軽にお問い合わせ

    ください。

お待ちいただく
場合がございま
すが 、当 日予約
可能です。

当日予約
CT：256列CT
Dual Energy撮影可能
心臓・大腸(CTC)
                  撮影可能

MRI：3TMRI
        1.5TMRI

充実な診断

土曜日も午前9時
～11時30分で検
査対応しています。

土曜日予約

２
０
２
５
健
康
相
談
フ
ェ
ア

６
月
２
１
日
（
土
）
、
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル

レ
ン
ガ
の
広
場
に
て
「
健
康
相
談
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
か
ら
の

7
年
間
に
計
１
４
回
実
施
し
て
い
た
当
イ

ベ
ン
ト
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
６

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
で
無
料
体
験
で
き
る
検
査
の

数
は
２
種
類
と
以
前
よ
り
減
り
ま
し
た
が
、

か
ね
て
か
ら
人
気
の
骨
密
度
測
定
と
、
こ

の
尼
崎
市
が
「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
モ
デ

ル
タ
ウ
ン(

全
国
で
１
７
自
治
体)

と
し
て

認
定
さ
れ
て
お
り
、
高
血
圧
予
防
の
取
組

を
推
奨
し
て
い
る
事
か
ら
、
血
圧
血
管
年

齢
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
安
村

良
男
副
院
長
か
ら
は
「
今
か

ら
で
き
る
高
血
圧
と
の
つ
き
あ
い
方

～
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め

に
～
」
と
題
し
、
地
域
の
皆
様
に
向
け
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

土
曜
日
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
い
う

こ
と
で
総
勢
８
０
名
を
超
え
る
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
検
査
や
講
演
、

合
わ
せ
て
実
施
し
た
看
護
師
お
よ
び
栄
養

士
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
非
常
に
賑
わ

い
、
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尼
崎
中
央
病
院
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
様

の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
画
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

MRI禁忌患者
の骨折評価は
どうしよう…

腰痛で長時間の
安静は無理…

CTなら数秒で
済むのになぁ…

紹介状に以下のような一文をお書き添えください！

日常のCT依頼に、ぜひDual Energy CTを
ご活用ください。
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